
福 祉 だ よ り 第 16 号（1） 第16号
平成₂₁年
₄月₁₀日

　春の日を浴びて笑顔いっぱいのいきいきクラブの皆さんです。いつもセンター内
で元気な笑い声が絶えません。
　長寿の秘訣は、適度の運動と友達と話し笑うことデ〜ス。
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一般会計  収支予算額　 ₂億₃，₁₈₉万₃千円

平成
2１年度

◆ 総合相談・まちかど相談事業
◆ 単身老人日帰り旅行
◆ ふれあいイキイキサロン
◆ 出張理容補助券の交付

◆ ネットワーク活動推進
◆ トータルケア推進事業
　・ 「まめだ屋」「よってって」
　　空き店舗活用事業
◆ たすけあい資金貸付事業

◆ 町民一斉除排雪事業
◆ 傾聴ボランティア育成事業
◆ 福祉座談会
◆ 福祉教育ボランティア支援

　皆様からの社協会費・共同募金配分金・寄付金等を財源とし、『みんなが築く　やさい
未来のまちづくり』を目指し、各種福祉事業に積極的に取り組みます。

　一般会計は、支出が収入を超過したことから、前年度からの繰越金の充当と基金の取り崩しを行い収入
に当てる厳しい状況にありますが、従来にも増した財源の確保と経費削減に努め、健全財政を堅持しながら
地域福祉・在宅福祉の推進に一層取り組んでまいります。
　本年度も、一人ひとりの幸せが、地域の幸せへとつながり、明るく優しさあふれる美郷町を創るため、皆さ
んの各種事業への参加はもちろんのこと、会費や共同募金などのご協力をお願いします。
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たすけあい手を
つなぐ明るいまちづくり

気軽にふれあい
　　安心のまちづくり

ささえあい共に
　　生きるまちづくり

たすけあい手を
つなぐ明るいまちづくり

気軽にふれあい
　　安心のまちづくり

ささえあい共に
　　生きるまちづくり

一般会計収入 一般会計支出
……  6 ,206千円

………  275千円
……  6,694千円
………  750千円
…… 87,200千円

…… 
46,735千円

……  2 ,250千円
…… 18,012千円

…… 
48,926千円

…… 
13,845千円

福 祉 協 議 会 会 費
寄 付 金
共 同 募 金 配 分 金
事 業 収 入
町 県 補 助 金
町 県 受 託 金
貸 付 事 業 償 還 金
負 担 金 収 入
そ の 他 収 入
前年度繰越金充当額
基 金 取 崩 額

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

 

… 

132,584千円

…… 11,390千円
 

…… 44,378千円
 

………  

793千円
……  

2,250千円

人   件   費

事   務   費

事   業   費

共  同 募 金 事 業

貸 付 事 業

助   成   金

負   　  担   　 金

福祉センター建設費償還

そ の 他 支 出

・

・

・

・

・

・

・

・

・
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　美郷町内では、いろんな制度がありますが、その制度で
も対応できない問題がたくさんあります。「座談会」など
でも話題になりました。そのような問題を少しでも解決で
きないかということで、12 月に発足した「トータルケア
みのり委員会」では、作業委員会を２班に分けて、２月に
話しあいました。例えば、「風邪をひいて体調が悪く、買
物や炊事ができない。」「退院したばっかりで、重いものを
持ったり、家の掃除が出来ない。」「買物の１時間だけ子供
を見てほしい」などの手助けが必要なものがあります。

　しかし、制度では短時間のものや一時的なものを
手助けするものはごく僅かです。「トータルケアみ
のり委員会」での検討は、委員会が始まったばかり
で、今はやれる作業とやれない作業を区分けしてい
る段階です。この事業のモットーは、「たすけあい
の精神による・・・ありがとうの言葉が言える」事
業にして行く事です。今後、事業内容をその都度報
告して行きたいと思っております。皆さんもご意見
がありましたらお知らせ下さい。

特別
会計

美郷町介護事業所特別会計　収支予算額　₇千₁₄₂万₉千円美郷町介護事業所特別会計　収支予算額　₇千₁₄₂万₉千円

＜収　入＞
・受託金  ₄₀₀千円
・居宅介護事業等  ₇₀，₉₇₉千円
・その他収入  ₅₀千円

＜支　出＞
・人件費  ₃₀，₀₁₅千円
・事務費  ₁₇₂千円
・事業費  ₆，₈₅₀千円
・負担金  ₁₀₀千円
・その他支出  ₃₄，₂₉₂千円

＜収　入＞
・負担金  ₁₁₄千円
・居宅介護事業等  ₁，₁₂₇千円

＜支　出＞
・事業費  ₁，₀₈₇千円
・その他支出  ₁₅₄千円

デイサービス事業特別会計　収支予算額　₁₂₄ 万１千円デイサービス事業特別会計　収支予算額　₁₂₄ 万１千円

詳しい内容についてご覧になりたい方は、法人事務所（千畑福祉センター）までお越し下さい。
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永く地域に貢献できる活力のある社協体制の確立をめざして

地域福祉センターの統合や
職員体制の見直しを協議

−地域の皆さんのご理解とご協力をお願いします−

　美郷町社協では、ひとりの不幸も見逃さない明るいまちづくりのため、長年にわたり地域
の見守り活動やネットワークづくり、ボランティアの育成、個別相談業務、権利擁護などを
進めてきました。そして近年では居宅支援、訪問介護、訪問入浴介護といった介護保険事業
のほか、住民の皆さんの自主性を原動力とした新しい福祉活動の試みとして「よってって」
や「まめだ屋」の運営、トータルケアみのり委員会の組織化などトータルケア推進事業に取
り組んでいるところです。

　きめの細かい地域福祉の推進がますます大切な時代に

　しかし、現在の住民生活を取り巻く社会情勢は、百年に一度とまで言われる経済活動の低迷による

企業の倒産や事業の縮小、雇用機会の喪失、信じられないような痛ましい事件や事故の発生、希薄さ

が指摘される人と人との心のつながり、個人の悩みの多様化による自殺の多発といった殺伐とした世

相を背景に、これまでにも増して一人ひとりに目を向けたきめの細かい地域福祉の推進が大切な時代

となっています。

　会費、寄付金などの貴重な財源を活かせる効率的な組織づくりのため
に

　そのため、本会では地域福祉を担う中核団体として、皆さんからいただいた会費、寄付金はじめ赤

い羽根共同募金の配分金といった思いのこもった貴重な財源を、より効果的に福祉の向上に資するた

めの財源として活用することを第一に考え、経費を最小限に抑え、最大の効果を発揮することができ

る“効率的な組織体制”を構築するための協議を役員（理事、監事）と職員が一体となって始めました。

　現在の組織体制の課題と改善策について協議

　具体的には、現在の組織体制が抱える課題の抽出とその改善策を検討するとともに、経費節減を通

じて財政運営を安定させ、永く地域に貢献できる美郷町社協を創るための方策として、旧３町村ごと

に分散して設置してある福祉センターの統合や各種業務を担当する職員体制、職員数の見直しを主な

対象としています。



福 祉 だ よ り 第 16 号（5）

　地域福祉座談会などで皆さんの意見も参考に

　今後も地域住民の皆さんにこの検討の経過をお知らせするとともに、地域福祉座談会などの機会を
通じてご意見をうかがいながら、「多様化する地域のニーズを的確にとらえ、効果的な福祉活動へとつ
なげていける効率的で活力のある社協の体制づくり」を進めていく予定です。

　効率的な組織体制を確立することで安定した財政基盤を確保し、皆さんから
の貴重な財源を最大限に活かすことができる美郷町社協を構築するため、地域
住民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

仙南福祉センター 千畑福祉センター 六郷福祉センター

　２月 27 日（金） 土崎コミュニティーセンターと、湯竹会館を会場に介護教室
が開催されました。
　教室の内容は『 紙オムツの選び方・使い方 』、『 認知症を理解することが大切です！』、『 
認知症と上手に付き合うためには・・・』 でした。
　講師には、仙台より排泄ケアアドバイザーの白鳥先生をお招きし、実際に自分も紙オムツ
を体験したりと楽しい雰囲気の中での教室となりました。
　集落会館を利用しての介護教室の開催は初めての試みでしたが、参加者も多く延べ 29 人の
参加をいただきました。

　今回は上記２会場での開催でしたが、次回はあなたの地域へお邪魔いたします！

オムツの使い方を
猛勉強中です！ 先生による

オムツの使い方
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今年度の「共同募金配分金」の内容今年度の「共同募金配分金」の内容今年度の「共同募金配分金」の内容
★ 総合相談－生活、心配事相談（顧問弁護士が相談にのります。

　初回のみ30分無料）悩み・困りごと・金銭トラブル

本当に困ったら、一人で悩まずに人に
相談することが解決の近道。

458,000円

空き店舗活用事業
予算額1,534,000円（よってって、まめだ屋）

体験・交流・イベント事業
↓

閉じこもり防止や子育て支援

★単身老人世帯
　防火診断
  （防火点検）
　44,000円

★ 単身老人
　日帰り旅行
　369,000円
町内一人暮らし
の方の交流会

★ 傾聴ボランティア事業
115,000円

講習会、研修会など

★ 介護機器貸し出し事業
40,000円
廃棄・処分代

★ 団体助成
450,000円
各団体へ助成

★ 福祉だより発行
678,000円

チラシ、広報活動誌

★事務局だより
82,000円

役員、その他委員へ
の事業、計画など

★ 出張理容サービス助成
431,000円

　寝たきりの方への
　出張理容代

★ 福祉教育推進事業
704,000円　

小中高学校への福祉
活動助成金

★  福祉大会
       764,000円

★ 地域福祉座談会
　　225,000円
　地域福祉情報交換及び説明　　　　　　

福祉大会を
通して、福祉
意識の高揚
を図る。

※「歳末たすけあい募金」
は、在宅要援護世帯の
方々へお届けする予定
です。

　（予算額₈₀₀，₀₀₀円 ）
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福祉サービスの利用や相談はお気軽に！
　美郷町社会福祉協議会では住民の皆さんが地域で快適に生活していくためのいろいろな福祉
サービスを展開していますが、次のようなサービスも実施していますので、お気軽にご相談下さい。

 いきいきクラブ（生きがいデイサービス）
　町内３カ所（「雁の里湯とぴあ」「老人福祉センター清水苑」「千畑福祉センター」）で生きがい
活動支援の「いきいきクラブ」を実施しています。このサービスは介護保険に該当しない方々が
対象となり、楽しく一日を過ごしたい方、趣味活動やレクリエーションに興味のある方等ぜひご
利用下さい。お花見や遠足、忘年会などの季節行事も盛りだくさんです。また、千畑福祉センター
では介護保険でのデイサービスも利用できますのでご相談下さい。

 訪 問 介 護
　ホームヘルパーがお宅に訪問し、介護（清拭、入浴、排泄、整容、食事介助等）のお手伝いを
します。また、必要に応じて生活援助（掃除、洗濯、炊事、買物等）も行います。

　利用の手続きや内容についてのお問い合わせはこちらまで

千畑福祉センター　☎８５−２２９４
六郷福祉センター　☎８４−０３７８
仙南福祉センター　☎８３−２１２２

　美郷町内 3 ケ所で、高齢者等生きがい活動支援通所事業「生きがいデイサービス」を実施し
ています。65 歳以上で要支援、要介護認定を受けていない元気な方を対象に、現在およそ 150
名の方が利用されています。「デイサービス」というと介護のイメージが強く利用しづらい方も
多いのでは？と考え、平成 20 年度からは、

　　　呼び名を“ いきいきクラブ ”と改めました。

　開設当初から 10 年近く継続して利用して下さっている方の中には 90 歳
以上の達者な方もたくさんいらっしゃいます。「週一回の休養のつもりで始
めたが、今では楽しみの一つになった。」と言ってくれる方もいます。送迎、
入浴、昼食、休憩、レクレーションといった内容で、季節によってはお花見
や買物、温泉旅行、忘年会なども開催しています。実施場所は、
湯とぴあ・六郷福祉センター・千畑福祉センターの 3 カ所です。
　　　　　　　　　  
　　　　　　利用料は一回 800 円です！
　　　　　　興味のある方は最寄の福祉センターにご連絡下さい。
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　働くことを希望する地域の高齢者に対し、高齢者が
持つ知識や経験・技能を活用した、臨時・短期的な
就業又は他の軽易な業務を確保し提供することで、高
齢者の自立と生きがいを達成し、活力ある地域社会構築へ寄与す
ることを目的とした、会員が主体となって運営される公益法人です。

ご存知
ですか？

 豊富な知識・経験・技能を
 活かしましょう!!
  

会員を希望される方は

● 60 歳以上の健康で働く意欲のある方
● シルバー人材センターの趣旨に賛同した方
● 入会説明を受け、入会申込書を提出した方
　 （理事会の入会承認が必要です）  
●定められた会費を納入した方  

会員がシルバー人材センターで働く場合は

● 会員は「自主・自立、共同・共助」の理念のもとに、
自分の体力、能力、希望に応じて働くことがで
きます。

● 会員は、シルバー人材センターから、請負又は
委任の方法により仕事を引き受けます。

● 会員は、公平な就業機会を得るために、通常ロー
テーションにより就業します。

● 会員は、引き受けた仕事を完成又は遂行し、そ
の仕事の内容によって配分金を受け取ります。

お問い合わせ･申し込み

社団法人  美郷町シルバー人材センター
（電　話）０１８７−８４−０３０７
（ＦＡＸ）０１８７−８４−０４０７

会員に
なって

みませんか?
臨時的・短期的・軽易な

仕事は安心してお任せください！！

どこに仕事を頼んだら良いかお困りではありませんか？

● 一般のご家庭で、四季を通じた生活の手助けに。
● 農作業など、ちょっと人手が足りない時に。
● 企業活動などで新たに人を雇うほどでもない

仕事に。

発  注 　　仕事を出される方（家庭・事業所・公共団体等）

仕事の発注にあたって   
1　公共的、公益的な団体ですので安心して仕事を

お任せいただけます。
　  また、収益を目的にしていないので一般的に割

安でお引き受けできます。
2　センターは、雇用や人材派遣と異なり、請負又

は委任契約によって仕事をお引き受けするもの
です。

●会員は臨時的かつ短期的な就業を条件にして
います。

●事業所の社員と混在して就業することや、発注
者の指揮命令 の下で就業する仕事は、お引き
受けしておりません。

3　代金は、契約に基づきセンターに支払っていた
だきますが、賃金や給与ではありませんので、
外注費・委託費でお支払いください。

4　高齢者の就業ですので、危険・有害な作業を内
容とする仕事、損害賠償が多額となることが見
込まれる仕事は、お引き受けしておりません。

働く喜びと社会参加の
輪を広げよう

働く喜びと社会参加の
輪を広げよう
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生活福祉資金　資金種類・貸付条件一覧　　平成 21 年３月 31 日現在
● 修学資金　　　【対象】　低所得世帯
   貸　　付　　条　　件
 資金の種類 資金の内容・貸付の具体例 貸付限度額／月 貸付    据置期間 償還期間 利　子
    期間

学校教育法に規定されている①高等学校
②高等専門学校③短期大学（専修学校含
む）④大学に就学するのに必要な経費

上記に規定された学校への入学に際し必要な経費

修　学　費

就学支度費

（高　校） 月35千円
（高　専） 月60千円
（短大・専門）月60千円
（大　学）月65千円

500千円

卒業後
６月

10 年

３年

無利子

—

● 療養・介護等資金 　【対象】　低所得世帯　障害者世帯　高齢者世帯
   貸　　付　　条　　件
 資金の種類 資金の内容・貸付の具体例 貸付限度額 貸付    据置期間 償還期間 利　子    期間

 　負傷又は疾病の療養を行うのに必要な
経費（当該療養の期間は原則として１年以
内の場合とする。）及びその療養期間中の生
計を維持するために必要な経費
　介護保険制度における介護サービスの経
費、障害者自立支援法の対象となる障害福
祉サービス若しくは自立支援医療を受け、
又は舗装具を購入若しくは修理するために
必要な経費（サービスの受給期間が原則と
して１年以内の場合に限る。）、及びその期
間中の生計を維持するために必要な経費

療　養　費

介 護 等 費

—

—

６月 
1,700 千円

 ※ 無利子５年

※ 療養期間が１年を越え１年６月以内の場合又は介護サービス、障害福祉サービスを受けるのに必要な経
費を負担することが困難であると認められる期間が１年を超え １年６月以内の場合であって、世帯の自
立のために必要と認められるときは、2,300 千円以内。 

● 緊急小口資金 　【対象】　低所得世帯
   貸　　付　　条　　件
 資金の種類 資金の内容・貸付の具体例 貸付限度額 貸付    据置期間 償還期間 利　子    期間
次の理由により緊急的かつ一時的に生計の維持が困難
となった場合に貸し付ける資金
・ 医療費又は介護費の支払等による支出増  ・ 
給与等の盗難又は紛失による収入減   ・ 
火災等被災による支出増、収入減 
・ その他これらと同等のやむを得ない事由による場合 

100 千円 — ２月 ３％

４ヶ月
（ 借 入 額 が
50 千円を超
え る 場 合 は
８ヶ月以内）

災害を受けたことによる困窮から自立更生するのに必
要な経費として貸し付ける資金 

1,500 千円 — 12 月
　※

３％

● 災害援護資金　　【対象】　低所得世帯
   貸　　付　　条　　件
 資金の種類 資金の内容・貸付の具体例 貸付限度額 貸付    据置期間 償還期間 利　子    期間

※ 災害を受けたことにより、生業費、福祉資金、住宅資金及び災害援護資金を貸し付ける場合は、当該災
害の状況に応じ、据置期間を２年以内とすることができる。 

※ 原則、同町内 65 歳未満の連帯保証人が必要です。

７年

再就職までの生活資金（ただし就労してもその収入で
生計が維持できない場合やあまりにも多額の負債を抱
えている場合は貸付対象とはなりません。）

月200千円
（単身世帯
100千円）

12 月
以内

12 月 ３％
　※

● 離職者支援資金　【対象】　
   貸　　付　　条　　件
 資金の種類 資金の内容・貸付の具体例 貸付限度額 貸付    据置期間 償還期間 利　子    期間

７年

生計中心者の失業によって生計維持が困難となり、現在求職活動を行っている世帯。ただし離職
の日から 2 年以内で、雇用保険の一般求職者給付の受給が終了していること。

※ 原則、同町内 65 歳未満の連帯保証人が必要です。
※ 平成 21 年１月　〜　平成 22 年３月までの貸付決定時は無利子です。 
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　これまで、半日単位の料金設定でしたが、利用者の利便性を考え１時間単位の料金設定に変
更し、また使用料免除についても見直しを行いました。美郷町社会福祉協議会の団体会員又
は法人会員に加入いただくと年間使用料が免除となりますので、是非会員加入をお願いします。
　千畑福祉センターは今後も地域福祉活動の拠点として、町民の健康・生きがい活動の増進
を図り、町民生活の向上に努めてまいりますので、ご理解ご協力をお願いします。

千畑福祉センターの利用料が４月１日より変更になります千畑福祉センターの利用料が４月１日より変更になります

※ 営利を目的とした興行、販売等の場合は 3 倍額を徴収します。
※ 使用料免除：美郷町社会福祉協議会団体会員及び法人会員
　　　　　　　　　美郷町社会福祉協議会　団体会員年会費：一口  5,000 円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法人会員年会費：一口 10,000 円

〔 〕

■１時間当たりの使用料金　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）（税込み）

	 区　　分	 会議室	 集会室	 集会室 1	 集会室 2

 
下 記 以 外

	 9：00～ 17：00	 ２００	 ２００	 ２００	 ４００

	 	 17：00～ 21：00	 ３００	 ３００	 ３００	 ６００

	 	７月～	９月	 		9：00～ 17：00	 ３００	 ３００	 ３００	 ６００

	 11 月～	3 月	 17：00～ 21：00	 ４５０	 ４５０	 ４５０	 ９００

　在宅の 65 歳以上の寝たきり者を対象に出張理容料金の一部を補助する「出張理容補
助券」を交付いておりましたが、近年高齢にかかわらず、障害等により寝たきりとなら
れている方が増加してきており、本事業の見直しを行い、平成 21 年 4 月より年齢を問
わず、在宅の寝たきり者を対象に補助券を交付することになりました。申請方法につい
ては下記のとおりですので、ご利用下さい。

■ 対象者：町内在住で在宅の寝たきり者（年齢問わず）
　　寝たきりの状態＝常時介助を要し、
　　日中もベット上での生活が主体である
■ 申請場所：居住地区の各福祉センター
■ 申請方法：印鑑を持参し、申請書に必要事項を記入
■ 交付枚数：一人 2枚まで（1枚 3,000 円の補助券）

出張理容補助券交付対象者を拡大します出張理容補助券交付対象者を拡大します

　みさと福祉だより第 14 号や地域福祉座談会でみなさんに
ご協力をお願いし「入れ歯リサイクル事業」に取り組んでき
ましたが、この度、事業主体である NPO 法人日本入れ歯リ
サイクル協会より、入れ歯リサイクルでの（財）日本ユニセ
フ協会への寄付金に税金がかかることが判明し、現在税金の
支払いを優先させ、寄付をストップするとの通知が入りまし
たので、美郷町社会福祉協議会では協議の上、「入れ歯リサ
イクル事業」を中止とすることに決定しました。
　皆様のご協力ありがとうございました。

「入れ歯リサイクル事業」中止のお知らせ「入れ歯リサイクル事業」中止のお知らせ
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　地域の方々や友達との交流・憩いの場や散歩途中の
休憩所など、たくさんの方から活用していただきたく
開放しております。
　喫茶コーナーも設けておりますので、気軽にお立ち
寄りください。

　地域の方々や友達との交流・憩いの場や散歩途中の
休憩所など、たくさんの方から活用していただきたく
開放しております。
　喫茶コーナーも設けておりますので、気軽にお立ち
寄りください。

ボランティアの募集
　　　　　　月曜日から金曜日の₉ 時～₁₇時
　　　　　　内容：お茶の⊘⊘準備・サービス等

詳しい内容・活動日・時間については問い合わせにて相談

展示の募集!!

　まめだ屋では毎月ミニギャラリーを開催しております。サー
クル活動や趣味活動で作成した作品を、展示してみませんか？

◎ミニギャラリー展
【小筆同好会・ハガキ絵】

開 催
●日　時　４月１５日（水）
　　　　～４月３０日（木）
●時　間　午前９時
　　　　～午後４時まで
 土曜・日曜は休みです。
★ 気軽にお立ち寄りくださ
　 いお待ちしております。

六郷福祉センター
０１８７（８４）０３７８

—利用者の要望に応えられる配食サービスを—

苦情解決委員会から助言
　美郷町社会福祉協議会では福祉サービスを利用している方々の苦情への適切な対応や利用者個人
の権利擁護を図るべく苦情解決委員会（小松昭雄委員長）を設置しております。
　この度、配食サービス事業（町内の65歳以上の高齢者世帯等の方に対し週2回ふれあい弁当を配達）
に対しご意見をいただいたことから、同委員会を開催いたしました。
　ご意見の内容は、届けられたお弁当について、焼き魚が黒く焦げて食べられなかった、他のおかず
も塩味がなかったということでした。
　協議の結果、「焼き魚は西京漬けの魚を使用しており、魚に塩分を含んでいたので部分的に少し焼
きすぎたところもあったかもしれないが、食べられない程ではなかったと思われる。また、塩味がな
かったという点については、調理後に調理員で味を確認している。味覚は個人差が大きいが、塩分の
取りすぎによる成人病等が大きな社会問題となっており、
この様な事からも薄味にしている」ことを確認のうえで、
今後とも配食を利用されている方々に満足いただけるよ
うに献立や調理に工夫をしながら努力をつづけていただ
きたいとの会議報告と助言を受けました。
　この助言どおり、さらに研鑽を重ね、皆さんに嬉んで
いただけるよう、配食サービスのみならず各種の福祉事
業を進めてまいりますのでご理解のほどよろしくお願い
いたします。

● 当日の弁当のメニュー ●
 ・ 焼き魚（さばの西京漬け）
 ・ 野菜コロッケ
 ・ えのきとアスパラの醤油バター炒め
 ・ 肉じゃが
 ・ 大根サラダ
 ・ しそ昆布
 ・ 漬  物
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「まちかど相談所」
にシール貼ってます。

　平成21年2月25日ロートピア緑泉内ホールにてボランティア連絡協議
会研修会が行なわれました。
　役場より[みさぽーたー]募集に関する説明の後、元秋田県家庭裁判

所調停員「山崎澄子氏」を講師
に迎え「子供のしつけは、親がす
る。親のしつけは、だれがする。」
と題して講演していただきました。
　約100名の参加者は講師の笑
いあり、涙ありの体験談に聞き
入っておりました。

　「子供は親の背中を見て育
つ」と締めくくられると会
場からは大きな拍手が起こ
り「すばらしい講演だった」
との声が多数聞かれました。

美郷町社会福祉協議会

● 雁の里よってって（後三年）
　　手 芸 広 場　　4月13日（月）　午前9時30分〜午後3時
● ロートピア仙南 地域交流スペース
　　歌声健康広場　　4月13日（月）　午後1時30分〜午後3時30分
　　手 芸 広 場　　4月27日（月）　午前9時30分〜午後3時
● 飯詰コミュニティーセンター（上深井）
　　手 芸 広 場　　5月25日（月）　午前9時30分〜午後3時
● 金沢西根コミュニティーセンター（今泉）
　　歌声健康広場　　5月25日（月）　午後1時30分〜午後3時30分

誰でも・どこでも自由に参加できます。　　　　　　　

※ 手芸広場に一日参加す
る方は、各自昼食を準
備願います。

※ 歌声健康広場では、健
康体操・唱歌・歌謡曲
等行ないます。

[ ふれあい相談 ]　　毎週水曜日10：00 〜15：00
平成 21年度の相談員の皆さんです。
　千畑地区　齊藤　忠治さん・進藤　敏美さん・水戸　コウさん
　六郷地区　相馬　俊廣さん・山下　昭夫さん・高橋　テイさん
　仙南地区　照井冨士男さん・石井　憲輔さん
　なお  照見さん・長谷川大三さん・加藤伊三雄さんが退任されました。

[ 法律相談 ]　　弁護士による法律相談（予約が必要です）
　＊予約は各福祉センターで受付けております。

[ 心の相談 ]　　毎月第 2 火曜日（予約が必要です）
　＊予約は各福祉センターで受付けております。

[ まちかど相談所 ]
　町民の方々の相談に応じる相談機関です。地区の民生委員や寺院、医師、
薬局など多方面の皆さんにお願いしております。一人で悩まず気軽に相談
してください。右のシールが目印です。

あなたのしつけは、だれがする ?
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【 

福
祉
科
で
学
ん
で
・
・
・
】 

　

福
祉
科
五
期
生
と
な
る
私
た
ち
は
、将
来
福
祉
の
専
門
職
で
あ
る
「
介
護
福
祉
士
」

と
し
て
働
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
「
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
」

に
合
格
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
全
国
の
合
格
率
は
五
一・三
％
で
す
が
、
本
校

は
そ
れ
を
上
回
る
九
〇
％
の
高
い
合
格
率
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
合
格
し
た
先
輩
達
は
、

毎
日
の
授
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
土
曜
日
補
習
、
課
題
提
出
、
外
部
講
師
に
よ
る

専
門
授
業
な
ど
、
お
互
い
を
高
め
合
い
な
が
ら
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。「
や
れ
ば
や
っ

た
だ
け
自
信
に
つ
な
が
る
」
と
、
一
期
生
か
ら
ず
っ
と
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
言

葉
で
す
。
週
に
四
時
間
あ
る
介
護
実
習
は
真
剣
そ
の
も
の
で
す
。

　

私
は
、
美
郷
町
に
あ
る
介
護
老
人
保
健
施
設
「
杏
授
苑
」
で
実
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
夏
休
み
の
事
前
研
修
、十
一
月
の
前
期
実
習
、そ
し
て
一
月
の
後
期
実
習
を
終
え
、

三
年
生
に
進
級
し
て
す
ぐ
に
よ
り
専
門
的
な
実
習
を
控
え
て
い
ま
す
。
最
初
は
緊
張

の
連
続
で
す
が
、
介
護
の
三
原
則
「
安
全
安
楽
・
自
立
支
援
・
個
人
の
尊
厳
」
を
忘

れ
ず
に
、
将
来
介
護
福
祉
士
と
し
て
働
く
自
分
を
夢
見
な
が
ら
頑
張
り
ま
し
た
。
何

よ
り
も
大
切
な
事
は
、
利
用
者
さ
ん
の
気
持
ち
に
な
っ
て
介
護
す
る
こ
と
で
す
。
自

分
が
こ
ん
な
ふ
う
に
さ
れ
た
ら
い
い
な
と
か
、
こ
ん
な
言
葉
を
か
け
て
も
ら
っ
た
ら

う
れ
し
い
な
と
考
え
な
が
ら
実
習
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
介
護
の
世
界
だ
け
で
な

く
高
校
生
の
私
を
は
じ
め
、
誰
に
で
も
同
じ
よ
う
に
共
通
す
る
「
人
と
し
て
の
思
い

や
り
・
や
さ
し
さ
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

施
設
実
習
で
は
、
施
設
の
一
日
の
流
れ
を
知
る
と
共
に
、
仕
事
に
対
す
る
責
任
、

厳
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
資
格
取
得
が
い
か
に
大
切
か
、
利
用
者
さ
ん

と
の
接
し
方
や
、
な
に
よ
り
も
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
重
要
な
こ
と
も
分
か

り
ま
し
た
。
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、「
お
も
い
や
り
・
や
さ
し
さ
」
を
今

後
の
目
標
と
し
て
、
頼
り
に
さ
れ
る
介
護
の
プ
ロ
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
祉
科
三
年　

木
　
元
　
由
香
利　

　

あ
ち
こ
ち
か
ら
花
の
便
り
が
聞
こ
え
て

く
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
も
う
す
ぐ
、
こ

こ
美
郷
の
里
に
も
美
し
い
季
節
が
や
っ
て

き
ま
す
。

　

学
校
の
桜
の
つ
ぼ
み
も
だ
い
ぶ
ふ
く
ら

ん
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
き
れ
い
な
花
を

咲
か
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

   

　

福
祉
科
四
期
生
も
新
し
い
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
学
ん
だ

こ
と
、
皆
さ
ま
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た

こ
と
を
活
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
発

揮
し
て
く
れ
る
こ
と
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

   

　

進
路
状
況
は
次
の
通
り
で
す
。

　
福
祉
関
係

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

テ
ン
ダ
ー
ヒ
ル
ズ
（
大
仙
市
）

　

鶴
寿
苑
（
横
手
市
）

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
（
横
手
市
）

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　

ク
リ
ー
ン
マ
ジ
ッ
ク
（
大
仙
市
）

　

福
寿
草
（
大
仙
市
）

　

夕
日
の
丘
（
湯
沢
市
）

　

秋
田
し
ゃ
ぼ
ん
サ
ー
ビ
ス
（
横
手
市
）

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
お
お
た
（
大
仙
市
）

病
　
院

　

今
村
病
院
（
秋
田
市
）

　

医
療
法
人
社
団
一
心
会
（
千
葉
県
）

　

有
料
老
人
ホ
ー
ム

　

株
式
会
社
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ
（
神
奈
川
県
）

　
一
般
企
業

県
　
内

　

バ
ザ
ー
ル　

三
国
商
事　

エ
ス
タ
デ
ィ
オ

　

ト
ー
モ
ク
レ
ア
ー
ル
パ
ス
コ
ベ
ー
カ
リ
ー

県
　
外

　

ヤ
サ
カ
観
光
バ
ス

　
進
　
学

　

東
京
福
祉
大
学
（
社
会
福
祉
学
部
）

　

聖
園
短
期
大
学
（
保
育
科
）

　

仙
台
医
療
福
祉
専
門
学
校

（
作
業
療
法
士
科
）

　

す
み
だ
医
師
会
立
看
護
専
門
学
校

　

盛
岡
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

（
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
）体験入学

洗　髪

清　拭

福
祉
科
の

　
授
業
風
景
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■ 

千
畑
福
祉
セ
ン
タ
ー
受
付
分

一
般
寄
付

　

コ
ス
モ
ス
の
会　

様

　

匿　
　
　
　
　
　

名

　

匿　
　
　
　
　
　

名

香
典
返
し

　

元
本
堂
北
部 

嶋
津　

一
栄 

様

　

上
畑
屋 

浜
田　

恵
子 

様

物
品
寄
付

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
秋
田
グ
ル
ー
プ 

様

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
秋
田
社
会
貢
献
推
進
会
議 

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

車
椅
子

■ 

六
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
受
付
分

香
典
返
し

　

野
中 

大
久
保　

繁 

様

　

押
切
紀
の
国 

原
田　

岩
巳 

様

　

本
道
町 

古
川　

保
子 

様

■ 

仙
南
福
祉
セ
ン
タ
ー
受
付
分

香
典
返
し

　

谷
地
中 

高
橋　
　

勲 

様

　

佐
野 

佐
々
木
清
美 

様

　

御
前 

澁
谷　

弘
樹 

様

　

中
島
藤
原 

藤
田　

廣
志 

様

　

鶴
水 

高
橋　

義
美 

様

　

前
郷 

久
米　
　

栄 

様

　

上
千
間
谷
地 

吉
方　

義
雄 

様

　
以
上
の
方
々
よ
り
当
協
議
会
に
善
意
の
金
品

を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
厚
意
に
対
し
心
か
ら
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
場
合
、
必
要
な
方
へ
は

が
き（
忌
明
け
・
快
気
祝
い
等
）を
無
料
で
お
届

け
い
た
し
ま
す
。

平
成
21
年
２
月
21
日
〜
平
成
21
年
３
月
31
日
受
付
分

平成 21 年 4 月 1 日付の人事異動により職員配置が次のようになりました

千畑福祉センター
法人事務所
常 務 理 事 ‥‥‥‥‥ 池田　茂碁
事務局長‥‥‥‥‥‥ 橋　幸悦

（センター長・在宅介護支援センター長）
上席主任‥‥‥‥‥‥ 渋谷　真弓
上席主任‥‥‥‥‥‥ 佐藤　　繁
千畑福祉センター・千畑在宅介護支援センター
上席主任  ‥‥‥‥‥ 木村　節男
上席主任  ‥‥‥‥‥ 澁谷　　望
主　　任  ‥‥‥‥‥ 傳野　寛史
主　　事  ‥‥‥‥‥ 鈴木裕美子
配食サービス
主　　事‥‥‥‥‥‥ 盛岡　博美
パート職員‥‥‥‥‥ 田口　人美
パート職員‥‥‥‥‥ 橋真由美
デイサービスセンター
上席主任（管理者）…‥ 橋由美子
主　　　任‥‥‥‥‥ 村田　　剛
パート職員‥‥‥‥‥ 草薙   満穂
居宅介護支援事業
上席主任‥‥‥‥‥‥ 小西　蓉子
主　　任‥‥‥‥‥‥ 齊藤　　彰

訂
正

前
号（
第
15
号
）美
郷
町
共
同
募
金
会

×
誤　

一
円
玉
募
金（
老
人
ク
ラ
ブ
仙
南
支
部
よ
り
）

○
正　

歳
末
募
金（
老
人
ク
ラ
ブ
仙
南
支
部
よ
り
）

訂
正
し
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

六郷福祉センター
事務局次長（センター長）… 大阪　孝次
上 席 主 任 ‥‥‥‥ 橋　文広
主　　　任‥‥‥‥‥ 小原真智子
生きがいデイサービス
パート職員‥‥‥‥‥ 小松ひとみ
パート職員‥‥‥‥‥ 深沢トシ子

仙南福祉センター
事務局次長（センター長）… 板谷　智子
主　　　任‥‥‥‥‥ 戸沢ます子
主　　　任‥‥‥‥‥ 高橋真由美
生きがいデイサービス
パート職員‥‥‥‥‥ 栗澤　博子
パート職員‥‥‥‥‥ 大阪　誠次
パート職員‥‥‥‥‥ 中田　京子
居宅介護支援事業
所　　　長‥‥‥‥‥ 板谷　智子
上席主任（管理者）…‥ 佐藤　　幸
主　　　任‥‥‥‥‥ 橋　和幸
嘱　　　託‥‥‥‥‥ 加藤まさ子
嘱　　　託‥‥‥‥‥ 渋谷　好美
パート職員‥‥‥‥‥ 煙山　誠子
訪問介護事業
上 席 主 任（管理者） … 加賀谷陽子

※
皆
さ
ん
の
ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

嘱　　　託‥‥‥‥‥ 渋谷　好美
嘱　　　託  ‥‥‥‥ 東海林光子
パート職員‥‥‥‥‥ 戸沢利津子
パート職員‥‥‥‥‥ 加藤　敏子
パート職員‥‥‥‥‥ 福田　弘美
パート職員‥‥‥‥‥ 照井　 子
パート職員‥‥‥‥‥ 一星　教子
パート職員‥‥‥‥‥ 佐藤とよ子
パート職員‥‥‥‥‥ 高橋カヅ子
パート職員‥‥‥‥‥ 加藤　一美
パート職員‥‥‥‥‥ 菊地千恵子
パート職員‥‥‥‥‥ 森川登与子
パート職員‥‥‥‥‥ 後藤テイ子
訪問入浴介護事業
主　　　任（管理者）… 橋　和幸
嘱　　　託‥‥‥‥‥ 加藤まさ子
パート職員‥‥‥‥‥ 澁谷不二子
パート職員‥‥‥‥‥ 村田　貴英

出向（法人付け）
上 席 主 査 ‥ 伊藤　聡胤　 町　　 
臨    　 時 ‥ 大山　文広　 シルバー
主　　  任 ‥‥ 藤澤　永一　 温泉　
主　　  任 ‥‥ 小原　昭市　 温泉　

退　職　者 ‥‥‥‥‥ 橋ちづる


